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根っ子の会の観察日記 
～根木内歴史公園：湿地の観察会（2017/10/28 実施）～ 

参加人数: 7名 

 

台風がまた近づいているとかで空は

どんより、いつ雨がふりだすのか。 

全体をみわたすと、池のアシ、マコ

モはかなり茶色に変って秋深の模様。ヒ

メジソはすでに花が終わって実をつけ

ていた。ジュズダマも実、ソクズも花は

すでになく、赤い実と腺体がのこる。実

が少ないのは鳥がすでに食べたのか？

ヤブミョウガの種は黒っぽくなってい

るものから、まだほんのりで、これから

変化しますよというのまで様々の様子。 

 

 
スジモンヒトリガ 

 

 
ハマオモトヨトウ 

 

藪の中に入るとクロコノマチョウが姿

をみせた。そして次は褐色の長い毛を持つ

ケムシ。今日はムシに詳しいお姉さんも参

加しているので、これはスジモンヒトリガ

の幼虫だと教えてもらう。毒はないとのこ

とで手のひらに乗せて喜ぶ。この後キドク

ガも見つかったが、これは毒があるので触

ると大変だ。ヒガンバナの葉に黒地に白、

頭はオレンジのおしゃれな幼虫いた。ハマ

オモトヨトウだ。 
 

ヤブマメが実をつけていた。ツ

ルマメより少し幅が広いようなサ

ヤだ。そのままにしてしまったが、

中のマメはうずら豆の小型だと

か。確かめるべきだったと後から

思う。 

モズ、シジュウカラ、ウグイス

の声が聞こえる。アシの間にアオ

ジの声も聞こえると、偶然出会っ

た鳥の専門家が教えてくれた。 
 

ヤブマメの実 
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セスジツユムシ 

 

セグロセキレイが湿地を横

切ってとんでいった。ここで出

会うのは久しぶり。向こうの木

の上でモズが鳴き始めた。草む

らにはセスジツユムシ、オンブ

バッタ、オオカマキリのタマゴ

もいくつか見つかった。 

シロバナサクラタデ、ボントクタデなどの

タデ類の花は終わっていたが、イヌタデの花

はびっしりと、まだまだ盛り。 

ミゾソバも花は咲いているが、終わりに近

い。コブナグサも随分ふえたようであちこち

に穂を出している。今日の天候のせいか穂を

すぼめたまま風に揺れていた。秋の風にゆれ

るとステキなヌカキビも少し褐色になって実

をつけている。皮をむくと小さいがキラキラ

光る種が見られる。  

ヌカキビ（右上は種子） 
 

 
コブナグサ 

 

カントウヨメナの紫が美しい。

ハコベ、カラスノエンドウ、タネ

ツケバナ、ケキツネノボタンなど

の葉がひっそりと顔をだしてい

る。ギシギシの葉を穴だらけにし

ている虫はハグロハバチの幼虫

だ。つまむと丸くなってしまう。 

 

 
カントウヨメナ 

 
ハグロハバチの幼虫 
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アカバナを見に行くとすでに種をつ

けていた。そして周りの草にアメリカネ

ナシカズラの黄色の弦が巻き付いて、白

い花もさいている。今回もみんなで退治

をするがなかなかやっかいな草だ。 

 

 
アメリカネナシカズラの花 

 

 
キイロテントウ 

 

ミゾソバの葉上でキイロテントウを見る。

テントウムシにこんなきれいな黄色いのがあ

るとは知らなかったので、おどろく。 

かわいらしいオメメが、と思ったらそれは

模様で目はちゃんと頭の部分についていた。

他にダンダラテントウ、ナミテントウなども

見つかりテントウムシにもいろいろ種類があ

ることを知る。エサキモンキツノカメムシ、

ハサミツノカメムシ、とカメムシの仲間も見

つかった。 

それぞれの分野に詳しい方の参加が複数あ

ったおかげで今日も楽しい観察会になった。

雨もふらずにやれやれ。 

 

 
ダンダラテントウ 

 

 
図鑑を見ながらテントウムシの観察 

 

 

 
11月の湿地の観察会は、、、 

11月 19日（日） 

9:30駐車場集合（小雨決行）です。 
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根っ子の会の観察日記 
～根木内歴史公園：湿地の観察会（2017 年 11 月・12 月）～ 

 

2017/11/19 参加人数: 4名 

昨日の雨は上がったが、風が強い。 今日

は寒そう。トウカエデがすっかり秋色になっ

た。 

湿地は全体に枯草色。そのなかでオニノゲ

シが花をつけていた。そしてカントウヨメナ

はまだ色が鮮やかだ。イヌタデの花も実もま

だまだしっかり残って存在感を示している。

ハキダメギクはひっそりとだが花をつけてい

る。ヒメジソは実のなごりのようなサヤがあ

ちらこちらに残ってめだっている。秋もそろ

そろ終わりに近い。 

 
ジュウガツザクラ 

 

 
コナラの木についたイモムシ 

見上げると紅葉しかけたカラスザンショ

ウは黒い実をぶらさげ、シロダモは赤い実を

つけている。そして十月サクラがほぼ満開で

色をそえてくれたが春のサクラに比べると随

分ひかえめだ。うっかりすると見過ごしてし

まいそう。 

コナラの木にはヨコヅナサシガメの幼虫

がかたまっている。それを見ていたら 3 ㎝く

らいのケムシがびっしり固まって模様のよう

になっているものがみつかり、そしてその横

にはカメムシらしき虫もいた。 
 

図鑑と照らし合わせてクヌギ

カメムシか？と。横腹の気門らし

きものをたしかめたら、黒くない

のでヘラクヌギカメムシだろうと

思われる。このコナラの木はいろ

いろな虫が集まる場所で、普段あ

まり気にしていない虫なんかも観

察される。しばらくとどまってい

たらカメムシ独特のくさ～い臭い

もしてきた。あーだ、こーだと緑

色のカメムシにちょっかいを出し

すぎたらしい。コバネイナゴ、オ

ンブバッタも枯草の中にひそんで

いるが、少々元気がないようで、

簡単につかまえる事ができた。 

 
ヘラクヌギカメムシ 
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アシの茂みからは盛んにウグイスとアオジの声がする。姿は見つからない。するとコサ

ギが 1 羽とんできた。カルガモも７羽ほど集まっている。水の真ん中あたりの枯草にはハ

クセキレイもとまりチョコチョコと動いていた。 

広場に上がると風は収まり青空がのぞいた。キリの木には茶色い蕾がついている、落ち

ている今年の実を割って、小さな種をとばしていたら、そこへシジュウカラの群れがとん

できた。続いてメジロ、ヤマガラもやってきてしばらく賑やかな様子をみせてくれた。 

 
青空に映えるオギ 

 
ニシキギの赤い実 

 

2017/12/23 参加人数: 7名 

空は青空、風もなく今日は絶好の観察

日和だ。 

目のまえをダイサギがゆらゆらとん

で、川向うの駐車中の車の屋根にちょこん

と止まった。 

冬枯れの湿地で今日はなにを観察でき

るのかな？などと話ながら進む。落葉樹は

すっかり葉が落ちて地面に積もっている。

落ち葉の下に覗く植物はタネツケバナ、セ

リ、ハルジオン、カキドオシ、ヘビイチゴ、

ムラサキケマンなど。  
冬枯れの湿地 

 
池に張った氷 

シロダモの赤い実、ヤブミョウガの青い実

もおちている。田んぼの畦、日当たりの良い

ところではオオイヌノフグリ、タンポポがそ

れぞれ一輪ずつ咲いている。茶色のなかに見

られる花の色は楽しい。刈られて広々とした

湿地のなかに立つハンノキはオバナをびっし

りつけており存在感十分だ。 
 



 3 

 
シロハラがとまった木 

 

 
セグロセキレイ 

 

山側の木々の間から「キョッ、キョツ」と鳴き声が、見るとシロハラだった。枝のかな

り上のほうだ。そのまま見ているとヤマガラ、ジョウビタキ、メジロ、なども集まってい

た。アシの中にはシジュウカラ、スズメが入り、群れている。そこにエナガもきた。そし

てだんだん山側の木に移り、しばらく遊び、やがてとんでいった。広場にはセグロセキレ

イもやってきた。草の上を歩いたり、池の枯草にとまったりしている。セグロは２羽で来

ていた。以前にはここでハクセキレイ、キセキレイそしてセグロと３種類同時にみかける

こともあった。今日やってきたのはセグロセキレイだけだったが見られてよかった。最近

市街地でもハクセキレイはよく見られるがセグロはなかなか見られないような気がする。 

これで猛禽が舞ってくれれば最高なのに、残念ながらタカは現れなかった。 

上の広場でも鳥を期待したが、ウグイスの地なきのみ。今年はコブシが沢山花芽をつけ

ている。梅もたくさん蕾がみられる。 

 

 
ロウバイにハラビロカマキリ 

ロウバイはどうかと見にいったら、まだ枯

れかかった葉を一杯つけており、枝にはかな

りふくらんだ蕾が見られた。かすかにロウバ

イの香りもする。上のほうにはハラビロカマ

キリがとまって日向ぼっこをしていた。梅、

ロウバイなどは剪定の対象として「この枝は

どうか？」などと話がはずんでいた。 

朝は相当気温が低く池の氷もびっしりと

張っていたようだが、日が高くなるにつれて

暖かくなった。落ち葉の下の霜柱もとけだし

て、地面がかなりゆるくなってきた。 

 

 

 
1月の湿地の観察会は、、、 

1月 27日（土） 

9:30駐車場集合（小雨決行）です。 
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根っ子の会の観察日記 
～根木内歴史公園：湿地の観察会（2018/1/27実施）～ 

参加人数: 8名 

 

この冬一番の寒さが続き今週初

めに降った雪がまだ残っている。 

空は青いが強い風がふいてお

り、それがまた冷たい。さて今日

のお楽しみは何だろう。 

いつもの通路からアオジの声が

聞こえるなと思ったら、目の前の

アベリアの先にとまった。 

カンカンに凍った遊歩道、池に

もしっかり氷が。草類は雪の下に

なってしまっている。 

そこで目につくのは立ち枯れた

ヒメジソ。常緑樹のシラカシ、シ

ロダモなどは雪の中でも健在だ。 

 

 
湿地の北側はまだ雪に覆われていた 

 

 
コブシは蕾をたくさんつけていた 

今年は花をたくさんつける当たり年か？ 

 

葉のすっかりなくなったミズキの枝先には

赤い芽がたくさんついていた。一つだけめく

ってみるとなかには緑色した葉が準備されて 

 

いた。コブシ、

ニワトコの花芽

もふくらんで春

をまっている。 

 

←左の 3人が立 

っているのは 

池の上！ 

ユキヤナギの生垣に白いものがい

っぱい見られ、何だろう、カイガラ

ムシだろうか。虫のお姉さんが手に

とって脚が見えると教えてくれた。

確かに黒い脚らしきものが６本見え

た。これはイセリヤカイガラムシと

いうカイガラムシの一種のようだ。 
 

イセリヤカイガラムシ 
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ナガコガネグモの卵のう 

クモの卵のうらしきものもあり、なかにはビ

ッシリ白い卵と動くものがおり、どうもナガコ

ガネグモの卵のうらしい。桜の木のくぼんだ所

にも白い糸にくるまれた薄紫色のジョロウグモ

の卵がみつかったが、鳥かなにかにつつかれた

あとだった。オオカマキリ、チョウセンカマキ

リ、ハラビロカマキリの卵も見られた。 

 
ナガコガネグモの卵のうの中身 

すでにふ化しているものも！！ 

 

 
サクラの幹にあったジョロウグモの卵のう 

こちらはふ化はしていなかった。 

 

広場への階段を上がっていると

陽だまりにアオカメムシの一種か？

緑色の虫がじっとしている。冬枯れ

のなかでの緑色はかなり目立った。

においもほんのり、カメムシだ。 

ロウバイは黄色い花をびっしり

つけて良いにおいをさせていたが、

先月あんなにあった葉はすっかりな

くなっていた。もちろんカマキリ君

の姿もなかった。 
 

アオカメムシの一種、ツヤアオカメムシか？ 
 

 
上富士川に避難中？のコガモ 

横のツララもすごい！ 

凍った池の表面に強い風に飛

ばされたハンノキのタネがたくさ

んのっている。カルガモ、コガモ

などの水鳥は凍った池をさけ、上

富士川にたまっていた。アシの間

にシジュウカラがあそんでおり、

そのうちにエナガもやってきて、

アシとコナラの木の間を行ったり

来たりしているが、キジバト以外

大きな鳥はなかなか現れない。風

が強いせいか。広場にもヒヨド

リ、ツグミ以外の鳥影は見えな

い。 
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 しかし、空堀を下っていると、コゲラ、

そして目の前にルリビタキの♂がやってき

た。日があたると背中の青が美しく、みん

なで見とれてしまった。昨年は♀を見たが

今年は♂。これからも根木内に毎年来てく

れるといいね。寒い、冷たい日だったが最

後に美しいご褒美をもらった。 

 
ロウバイの花 

 

 
美しいご褒美・ルリビタキ 

 

 
小さい！かわいい！エナガ 

 

 

 
2月の湿地の観察会は、、、 

2月 25日（日） 

9:30駐車場集合（小雨決行）です。 

遅れての参加、早めに帰宅など自由ですの

で、お気軽にご参加下さい。 

お問い合わせは下記メールまでお願いしま

す。 

akihitoaizawa@gmail.com（相澤） 
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根っ子の会の観察日記 
～根木内歴史公園：湿地の観察会（2018/2/25実施）～ 

参加者: 6名 

 

春の兆しが感じられるかなと期待していたが、朝から曇り空で何となく寒そうな様

子。アシの茂みからは鳥の声が聞こえる。シジュウカラだ。そして田んぼの畦にはアオジ

が２羽戯れていた。カルガモは１０羽あまり、池で遊んでいる。先月は凍っていた池も今

日はたっぷり水をたたえている。そろそろアカガエルの卵塊がみられるはずだと目をこら

すが、水が深いせいか見つからなかった。春になって小さなアカガエルの子供が草むらで

ピョンピョンはねるのを期待したいのだが、今年はどうだろうか。 

 

 
少し渋みのある緑のムラサキケマン 

 

鳥はカワウ、アオサギ、ムクド

リ、スズメ、ツグミ、エナガ、コゲ

ラ、ヒヨドリなどが見られた。散歩

にきていた親子からカワセミがいる

と教えてもらう。川側にいた。アシ

の間にモズ（優しい顔のモズコさ

ん）やぶの中にはウグイスも観察で

きた。ルリビタキは現れなかった。

今日は散歩の人が多いから、隠れて

いるのだろうか。 

 

地面は茶色一色にみえるが、そのなかで

もムラサキケマンの少し渋みのある緑、そ

して一面に広がるかわいらしい草はなにか

とみればヤエムグラ、柔らかそうに見える

が触ってみると少しザラッとする。確かに

ヤエムグラだ。別の場所ではカキドオシが

葉を一杯広げていた。オドリコソウ、ホト

ケノザも少しだが咲いていた。陽ざしがな

いのでオオイヌノフグリは青い花びらを閉

じている。そのそばにはタネツケバナの可

憐な白い花が開いていた。種もみの準備を

する時がきたよと知らせているのだろう

か。 

 
 

見た目は柔らかそうなヤエムグラ 
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ニワトコはすっとのびた枝に丸い葉目

がポコポコとついている。あふれるよう

な生命力を感じられる葉芽だ。コブシの

芽も随分ふくらんで春を待っている。馬

酔木（アセビ）の花は日当たりのよさそ

うな所ではすでに咲いていた。広場では

紅梅は満開、白梅もかなり咲いてかすか

に良い香りがした。 

 

←生命力が感じられるニワトコの芽 

空堀のそばにたつムクノキ、木肌がボロ

ボロになっているが、よく見ると日当たり

の良い方はボロボロに剥けているのに、日

陰になる側はむけていない。この違いは日

当たりによるのだろうか？曇った空を見な

がらフト思った。 

今日の根木内はまだ冬、少し春といった

ところでしょうか。陽ざしが弱いせいか、

何となく寂しい観察会だった。 
 

コブシのふわふわの芽 

 
紅白の梅 

 

 
ムクノキの木肌がボロボロなのはなぜ？ 

 

3月の湿地の観察会は、、、 

3月 24日（土） 

9:30駐車場集合（小雨決行）です。 

遅れての参加、早めに帰宅など自由ですので、お気軽にご参加下さい。 

お問い合わせは下記メールまでお願いします。 

akihitoaizawa@gmail.com（相澤） 



1 

 

 

根っ子の会の観察日記 
～根木内歴史公園：湿地の観察会（2018/1/27実施）～ 

参加人数: 8名 

 

この冬一番の寒さが続き今週初

めに降った雪がまだ残っている。 

空は青いが強い風がふいてお

り、それがまた冷たい。さて今日

のお楽しみは何だろう。 

いつもの通路からアオジの声が

聞こえるなと思ったら、目の前の

アベリアの先にとまった。 

カンカンに凍った遊歩道、池に

もしっかり氷が。草類は雪の下に

なってしまっている。 

そこで目につくのは立ち枯れた

ヒメジソ。常緑樹のシラカシ、シ

ロダモなどは雪の中でも健在だ。 

 

 
湿地の北側はまだ雪に覆われていた 

 

 
コブシは蕾をたくさんつけていた 

今年は花をたくさんつける当たり年か？ 

 

葉のすっかりなくなったミズキの枝先には

赤い芽がたくさんついていた。一つだけめく

ってみるとなかには緑色した葉が準備されて 

 

いた。コブシ、

ニワトコの花芽

もふくらんで春

をまっている。 

 

←左の 3人が立 

っているのは 

池の上！ 

ユキヤナギの生垣に白いものがい

っぱい見られ、何だろう、カイガラ

ムシだろうか。虫のお姉さんが手に

とって脚が見えると教えてくれた。

確かに黒い脚らしきものが６本見え

た。これはイセリヤカイガラムシと

いうカイガラムシの一種のようだ。 
 

イセリヤカイガラムシ 
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ナガコガネグモの卵のう 

クモの卵のうらしきものもあり、なかにはビ

ッシリ白い卵と動くものがおり、どうもナガコ

ガネグモの卵のうらしい。桜の木のくぼんだ所

にも白い糸にくるまれた薄紫色のジョロウグモ

の卵がみつかったが、鳥かなにかにつつかれた

あとだった。オオカマキリ、チョウセンカマキ

リ、ハラビロカマキリの卵も見られた。 

 
ナガコガネグモの卵のうの中身 

すでにふ化しているものも！！ 

 

 
サクラの幹にあったジョロウグモの卵のう 

こちらはふ化はしていなかった。 

 

広場への階段を上がっていると

陽だまりにアオカメムシの一種か？

緑色の虫がじっとしている。冬枯れ

のなかでの緑色はかなり目立った。

においもほんのり、カメムシだ。 

ロウバイは黄色い花をびっしり

つけて良いにおいをさせていたが、

先月あんなにあった葉はすっかりな

くなっていた。もちろんカマキリ君

の姿もなかった。 
 

アオカメムシの一種、ツヤアオカメムシか？ 
 

 
上富士川に避難中？のコガモ 

横のツララもすごい！ 

凍った池の表面に強い風に飛

ばされたハンノキのタネがたくさ

んのっている。カルガモ、コガモ

などの水鳥は凍った池をさけ、上

富士川にたまっていた。アシの間

にシジュウカラがあそんでおり、

そのうちにエナガもやってきて、

アシとコナラの木の間を行ったり

来たりしているが、キジバト以外

大きな鳥はなかなか現れない。風

が強いせいか。広場にもヒヨド

リ、ツグミ以外の鳥影は見えな

い。 
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 しかし、空堀を下っていると、コゲラ、

そして目の前にルリビタキの♂がやってき

た。日があたると背中の青が美しく、みん

なで見とれてしまった。昨年は♀を見たが

今年は♂。これからも根木内に毎年来てく

れるといいね。寒い、冷たい日だったが最

後に美しいご褒美をもらった。 

 
ロウバイの花 

 

 
美しいご褒美・ルリビタキ 

 

 
小さい！かわいい！エナガ 

 

 

 
2月の湿地の観察会は、、、 

2月 25日（日） 

9:30駐車場集合（小雨決行）です。 

遅れての参加、早めに帰宅など自由ですの

で、お気軽にご参加下さい。 

お問い合わせは下記メールまでお願いしま

す。 

akihitoaizawa@gmail.com（相澤） 
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根っ子の会の観察日記 
～根木内歴史公園：湿地の観察会（2018/2/25実施）～ 

参加者: 6名 

 

春の兆しが感じられるかなと期待していたが、朝から曇り空で何となく寒そうな様

子。アシの茂みからは鳥の声が聞こえる。シジュウカラだ。そして田んぼの畦にはアオジ

が２羽戯れていた。カルガモは１０羽あまり、池で遊んでいる。先月は凍っていた池も今

日はたっぷり水をたたえている。そろそろアカガエルの卵塊がみられるはずだと目をこら

すが、水が深いせいか見つからなかった。春になって小さなアカガエルの子供が草むらで

ピョンピョンはねるのを期待したいのだが、今年はどうだろうか。 

 

 
少し渋みのある緑のムラサキケマン 

 

鳥はカワウ、アオサギ、ムクド

リ、スズメ、ツグミ、エナガ、コゲ

ラ、ヒヨドリなどが見られた。散歩

にきていた親子からカワセミがいる

と教えてもらう。川側にいた。アシ

の間にモズ（優しい顔のモズコさ

ん）やぶの中にはウグイスも観察で

きた。ルリビタキは現れなかった。

今日は散歩の人が多いから、隠れて

いるのだろうか。 

 

地面は茶色一色にみえるが、そのなかで

もムラサキケマンの少し渋みのある緑、そ

して一面に広がるかわいらしい草はなにか

とみればヤエムグラ、柔らかそうに見える

が触ってみると少しザラッとする。確かに

ヤエムグラだ。別の場所ではカキドオシが

葉を一杯広げていた。オドリコソウ、ホト

ケノザも少しだが咲いていた。陽ざしがな

いのでオオイヌノフグリは青い花びらを閉

じている。そのそばにはタネツケバナの可

憐な白い花が開いていた。種もみの準備を

する時がきたよと知らせているのだろう

か。 

 
 

見た目は柔らかそうなヤエムグラ 
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ニワトコはすっとのびた枝に丸い葉目

がポコポコとついている。あふれるよう

な生命力を感じられる葉芽だ。コブシの

芽も随分ふくらんで春を待っている。馬

酔木（アセビ）の花は日当たりのよさそ

うな所ではすでに咲いていた。広場では

紅梅は満開、白梅もかなり咲いてかすか

に良い香りがした。 

 

←生命力が感じられるニワトコの芽 

空堀のそばにたつムクノキ、木肌がボロ

ボロになっているが、よく見ると日当たり

の良い方はボロボロに剥けているのに、日

陰になる側はむけていない。この違いは日

当たりによるのだろうか？曇った空を見な

がらフト思った。 

今日の根木内はまだ冬、少し春といった

ところでしょうか。陽ざしが弱いせいか、

何となく寂しい観察会だった。 
 

コブシのふわふわの芽 

 
紅白の梅 

 

 
ムクノキの木肌がボロボロなのはなぜ？ 

 

3月の湿地の観察会は、、、 

3月 24日（土） 

9:30駐車場集合（小雨決行）です。 

遅れての参加、早めに帰宅など自由ですので、お気軽にご参加下さい。 

お問い合わせは下記メールまでお願いします。 

akihitoaizawa@gmail.com（相澤） 
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根っ子の会の観察日記 
～根木内歴史公園：湿地の観察会（2018/3/24 実施）～ 

参加者: 6名 

 

 
ジャヤナギの芽を観察 

桜の開花が始まり、一気に春めい

てきた。雲は多いが青空ものぞき、

風もさほど冷たくない。 

ホオジロの声が聞こえる、どこに

いるのかと探していたら川向こうの

木にとまって、さかんに鳴いてい

た。まださえずりではないが、そろ

そろ一筆啓上も始まるのだろう。 

ヤナギの芽吹きが美しい。葉とし

て伸びていく芽と花になるものとが

あるようで、いつもは素通りしてし

まうジャヤナギをしばらく観察す

る。 

 

イヌシデはオバナをたくさん下げて新

芽の装い。ミズキも新芽が出たところで

初々しい感じ。モミジイチゴはすでに白い

花を咲かせている。ニワトコも葉を出して

いる。すでにブロッコリー様の花も出てお

り、白く咲いているものもあった。 

 

 

モミジイチゴの花 

 
オオイヌノフグリの青い花 

地面でも新しい葉が一面にひろがって

いる。ミゾソバ、カキドオシ、ハコベ、

ヤエムグラ、ムラサキケマン、ヨモギ、

セリ、それぞれ絨毯のようだ。ケキツネ

ノボタン、ハルジオン、ギシギシの葉も

あちらこちらに。日の光をあびてオオイ

ヌノフグリの青い花が美しい。オランダ

ミミナグサ、タネツケバナも花の数が増

えている。昨夜の雨の名残りか草の間に

はキラキラ光る玉が見られ、まるでダイ

ヤモンドをちりばめたようだ。 
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田んぼの中にはそれぞれ一本ずつた

が、タガラシ、アゼナも顔をだしていた。

いつも虫を捜すコナラの木のあたりにはツ

マグロオオヨコバイが盛んにとびまわって

いた。ヨコヅナサシガメも木肌にへばりつ

いていた。 

ヒ、ヒ、ヒと声が聞こえ赤茶色の鳥が

とまった。ジョウビタキの♂だ。しばらく

山側と川の方とを行き来して目を楽しませ

てくれた。コゲラの声、シジュウカラもや

ってくるが、今日はなぜかウグイスの声は

聞こえない。陽気につられてどこかへお出

かけしているのかな。 

 

 
ツマグロオオヨコバイ 

 

 
ヨコヅナサシガメ 

 
白い毛を運ぶヤマガラ 

 

ムクドリは集団でやってきて草の間で盛

んについばんでいた。アセビの花はもうたく

さん咲いている。これを食べるとほんとに酔

っぱらうのかな？といつも思うが実際にくわ

えてみようとは思わない。 

 広場ではコブシ、サクラが美しい。高い梢

にシジュウカラ、そしてヤマガラ。ヤマガラ

は下におりてきて、散歩の犬が残したもの

か、白い毛をくわえてとんでいった。巣の準

備をしているのだろうか。春ですね。 

 

 
アセビ（馬酔木、馬が食べて酔っ払うと言わ

れているのは葉っぱ） 

 
春ですね 

 

 

4月の湿地の観察会は、、、 

4月 21日（土） 

9:30駐車場集合（小雨決行）です。 

遅れての参加、早めに帰宅など自由ですので、お気軽にご参加下さい。 

お問い合わせは下記メールまでお願いします。 

akihitoaizawa@gmail.com（相澤） 


